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ボーリング柱状図
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658.09 1.20 1.20

玉石混り
砂礫
(GS-B)

656.39 1.70 2.90

粘板岩
(Sl)

654.99 1.40 4.30

砂岩
(Ss)

654.29 0.70 5.00

粘板岩
(Sl)

652.29 2.00 7.00

砂岩
(Ss)

暗
褐
灰

黒

暗
灰

黒

暗
紫

径300mm程度の砂岩の玉石が混入
する砂礫。礫は径50～80mm程度
の砂岩主体で、全体に締まり度緩
い。

上部やや風化し、軟質化している
。片理が発達するために、コアは
シルト混り砂礫状を呈する。
原位置では、比較的良好な岩盤を
全体に砂岩とシルト分に富む砂岩
との互層状を呈し、シルト分の多
いところは、礫状コア主体で、砂
岩部は短柱状コアを呈する。

亀裂は開口し、酸化鉄によって赤
褐色に汚染されている。

片理の発達により、コアは細礫
～シルト混り砂礫状に採取される
。原位置では締まった岩盤を呈し
ていると判断される。
砂岩とややシルト分に富む砂岩の
互層。単層は2～5cm程度。下位に
従いシルト分が多くなり、黒みを
帯びかつ細かい割れ目が発達する
。
全体に層理面に平行した亀裂が発
達し、短柱～礫状を主体をなす。
亀裂は密着状を呈する。
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